
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 28,964 32,607 31,113 32,600

事業費

の内訳

令和3年度決算

対象市民への受診券送付費　６，１６４千円
検診委託費　１４，３９１千円
その他　６，９５８千円

令和4年度予算

対象市民への受診券送付費　６，４８６千円
検診委託費　１７，７５８千円
その他　４，７５６千円

人工 0.5 0.5 0.5 0.5

人件費 3,600 3,600 3,600 3,600

事業費 25,364 29,007 27,513 29,000

うち特定財源 6,856 7,666 6,805 7,632

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

健康増進法、歯科口腔保健の推進に関する法律

他都市の状況

歯周疾患検診は全ての政令指定都市で実施している。

実施結果

令和３年度受診率２．９％

事業実施における
工夫点

新型コロナウイルス感染症の影響がある中で、感染予防対策をとりながら検診を通年で継続して実施した。

対象者 満40歳・50歳・60歳・70歳の市民 開始 平成15 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

受診率4.9％

長期

生涯を通じて歯科病を予防し、歯の喪失を抑制することで高齢期における口腔機能を維持する。

取組内容

健康増進法に基づく歯周疾患検診（満40歳・50歳・60歳・70歳の節目年齢対象）を（一社）札幌歯科医師会に委託
実施。対象市民への受診券送付。
①検診委託費
②市内指定歯科医療機関への帳票類、マニュアル等作成と郵送
③受診券ハガキの作成費等
④事務費

011-622-5151

施策名
地域に密着した保健福祉サービスを提供する環境づくり

アクションプラン 戦略ビジョン

事業名 歯周疾患検診費

評価担当課
所属名 保）保健所　健康企画課

課長名 關　靖子 担当者名 山口　一葉 電話番号

事業評価調書

年度 令和3年 会計コード 10 一般 事業コード 24131



◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
緊急事態宣言が発令されていたため。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

新型コロナウイルス感染症予防対策を医療機関に協力を得ながら、検診体制を維持する。

予算
受診率等、進捗状況を踏まえて適切な予算措置を行う

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

新型コロナウイルス感染症の影響がある中で、感染予防対策をとりな
がら検診を通年で継続実施した。 見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

市民が安心して検診を受診できるように、札幌歯科医師会とより一層連携を図る。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

検診の内容および対象年齢は国基準に準じて実施している。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

検診の内容および対象年齢は国基準に準じて実施している。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

B

新型コロナウイルス感染症の影響により、受診者の受診控えが見られるものの受診率が増加の
傾向がみられる。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

検診の内容および対象年齢は国基準に準じて実施している。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

4.9

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 歯周疾患検診受診率

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

2.7 4.9 2.9


